
デバイスの詳細の表示

次のトピックでは、ネットワークデバイスに関する詳細情報を取得する方法について説明しま

す。また、ハードウェアとソフトウェアの詳細、CPUとメモリの使用率、一般的なデバイス
ヘルスなどを示すさまざまなデバイスレポートを生成することもできます。レポートの詳細に

ついては、デバイスレポートを参照してください。インベントリ収集の詳細については、イン

ベントリはどのように収集されていますか。を参照してください。

•デバイスの検索（1ページ）
•基本デバイス情報を取得する：[デバイス 360（Device 360）]ビュー（2ページ）
•デバイス 360ビューからデバイスのローカルトポロジを表示する（8ページ）
•ネットワークのハードウェアインベントリの表示（9ページ）
•完全なデバイス情報の取得：[デバイスの詳細（Device Details）]ページ（9ページ）
• [シャーシビュー（Chassis View）]を使用したデバイスの表示と管理（12ページ）
•デバイスポートの表示（23ページ）
•デバイスインターフェイスの表示（23ページ）
•デバイスモジュールの表示（31ページ）
•環境情報の表示（電源装置、ファン）（31ページ）
•デバイスネイバーの表示（32ページ）
•リンクの詳細情報の取得（32ページ）
•回線/VCの表示（33ページ）
•サテライトの表示（33ページ）
•カスタム値用のユーザー定義フィールドの作成（34ページ）

デバイスの検索
デバイスを見つける最も簡単な方法は、[ネットワークデバイス（Networks Devices）]テーブ
ル（[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [ネットワークデバ
イス（Network Devices）]）の上部に表示されるクイック検索テキストボックスを使用するこ
とです。デバイス名、IPアドレス、またはソフトウェアバージョンの文字列の一部を入力する
か、到達可能性、管理ステータス、およびインベントリ収集の値から選択できます。ユーザー

定義フィールドが作成されている場合は、ユーザー定義フィールドの値で検索することもでき

ます。また、デバイスはデバイスグループに編成されており、[インベントリ（Inventory）] >
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[デバイス管理（Device Management）] > [ネットワークデバイス（Network Devices）]を選択
し、[デバイスグループ（Device Group）]リストからデバイスタイプを選択して表示できま
す。

基本デバイス情報を取得する：[デバイス 360（Device
360）]ビュー

[デバイス360（Device360）]ビューは、デバイス、そのインベントリ、およびそのステータス
に関するクイック情報を提供するポップアップウィンドウです。これには、デバイスのアラー

ム、モジュール、インターフェイス、ネイバー、メモリ使用率、CPU使用率、およびシャーシ
が含まれます。

[デバイス 360（Device 360）]ビューを起動するには、次の手順を実行します。

•ほとんどすべてのデバイステーブルの IPアドレスの横にある [i]アイコンをクリックしま
す。

•ネットワークトポロジで、拡張グループ内のデバイスをクリックしてから、[360度表示
（View 360）]をクリックします。

[デバイス360（Device360）]ビューで、ビューの上部にデバイスとパフォーマンスに関する一
般情報が示されます。表示される情報は、デバイスのタイプと設定によって異なります。

SVOデバイスについては、[デバイス360（Device 360）]ビュー - SVOを参照してください。

説明[デバイス 360（Device
360）]ビューで提供される
情報
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一般情報とツール
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デバイスタイプ、OSタイプとバージョン、最新の設定変更、メ
モリ使用率、CPU使用率、および最新のインベントリ収集。アイ
コンは、デバイスのステータスを示しています。

（注） •セキュアドメインルータ（SDR）を収容するCisco
NCS 6000シリーズデバイスの [デバイス360
（Device360）]ビューを開いている場合は、SDR
の名前も表示されます。

• Cisco Catalyst 6500シリーズデバイス用に [デバ
イス360（Device 360）]ビューをデュアルおよび
クワッドスーパバイザ仮想スイッチングシステム

（VSS）で開いた場合、デバイスの冗長性状態、
スイッチモード、および運用の冗長性モードも表

示されます。

ポップアップウィンドウのメニューを使用して、次のタスクを実

行することもできます。

• [自動更新（Auto-Refresh）]：デバイスのステータスとトラブ
ルシューティングをリアルタイムで更新する場合は、[更新
（Refresh）]アイコンをクリックしてオンデマンド更新を有
効にします。または、ドロップダウンリストから、自動更新

の間隔を 30秒、1分、2分、または 5分に設定することもで
きます。デフォルトでは、自動更新はオフになっています。

自動更新設定は、開いている360度ビューのポッ
プアップウィンドウにのみ適用されます。この

（注）

ビューを閉じてからもう一度開いた場合または別

のビューを開いた場合は、デフォルトでは自動更

新がオフになります。

•トラブルシューティング：pingまたは tracerouteを実行する
か、アラームブラウザを起動します（[アクション（Actions）]
メニュー）。

•パフォーマンス：デバイスの CPUとメモリをチェックしま
す（[表示（View）] > [パフォーマンスグラフ（Performance
Graphs）]）。

•トポロジ：ネットワークトポロジとデバイスのローカルトポ
ロジを最大 3ホップまで表示します（[アクション
（Actions）] > > [ネットワークトポロジ（Network
Topology）]メニュー）。

• [デバイスコンソール（DeviceConsole）]を開き、実行するコ
マンドを入力します（[アクション（Actions）]> [デバイスコ
ンソール（Device Console）]）。
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• [アクション（Actions）] > [今すぐ同期（Sync Now）]を使用
して、デバイスのインベントリを収集し、データベースに保

存します。

•デバイスとの HTTP、HTTPS、SSH、または Telnetセッショ
ンを開きます（[アクション（Actions）] > [デバイスへ接続
（Connect To Device）]）。

•光デバイス用の Cisco Transport Controllerを起動します（[ア
クション（Actions）]メニュー）。

• [再同期条件（ResyncConditions）]（[アクション（Actions）]
メニュー）を使用して、選択した Cisco NCS 2000シリーズ
デバイスのうちシビラティ（重大度）が NA/NRのデバイス
について、状態を再同期できます。

• [デバイスの詳細（OrderDetails）]ページを開いてソフトウェ
アイメージと構成ファイルの管理に関する詳細を表示し、デ

バイスのシャーシビューを使用します（デバイス IPアドレス
ハイパーリンクをクリックするか、[表示（View）]> [シャー
シビュー（Chassis View）]を選択する）。

• [デバイス360（Device 360）]ページから移動せずに、デバイ
スの設定変更を実行するには、[設定（Configuration）]ペー
ジを開きます。[表示（View）] > [設定（Configuration）]の
順に選択します。

このオプションは、設定変更を実行できるデバイ

スで使用できます。たとえば、CiscoNCS2000シ
リーズデバイスです。

（注）

•発生したアラームや、回線、インターフェイス、およびモ
ジュールのステータスなどの情報に基づいて別のデバイスと

対照比較するためのデバイスを選択します（[アクション
（Actions）] > [追加して比較（Add to Compare）]）。「デ
バイスの情報とステータスを比較する」を参照してくださ

い。

• [アクション（Actions）]メニューで [デバイス（Device
OAM）]をクリックして、2つのデバイス間で pingテストま
たはトレースルートを実行します。[デバイスOAMコマンド
（Device OAM Commands）]ウィンドウで、[宛先IP
（Destination IP）]を入力します。[送信元IP（Source IP）]
の指定はオプションです。[アクション（Actions）]ドロップ
ダウンリストから、pingテストまたはトレースルートを選択
できます。
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デバイスのパフォーマンスのさまざまな側面を反映したチャー

ト。デバイスに複数のメモリプールが存在する場合は、[デバイス
360（Device 360）]ビューにすべてのメモリプールの平均使用率
が表示されます。個々のメモリプールに関する情報を表示するに

は、ネットワークサマリーダッシュボードでメモリ使用率ダッ

シュレットを使用します。「[ネットワークサマリー（Network
Summary）]ダッシュボードの概要」を参照してください。

パフォーマンスグラフ

重大度、ステータス、および収集時刻を含む、デバイスの現在の

アラーム。アラームソースによっては、このタブから他の 360
ビューを起動することもできます。

アラーム

名前、タイプ、状態、ポート、および場所を含む、デバイス上で

設定されたモジュール。

モジュール

ステータス情報を含む、デバイス上で設定されたインターフェイ

ス。また、特定のインターフェイス用の [インターフェイス 360
（Interface 360）]ビューを起動することもできます。

インターフェイス

CiscoDiscovery Protocol（CDP）経由でこのデバイスに接続してい
るNE。選択されたデバイスで CDPがサポートされていない場合
は、このタブには何も表示されません。表示される情報には、デ

バイスタイプ、デバイス名、ローカルポート、およびデバイス

ポートが含まれます。ポップアップトポロジマップにネイバーを

表示するには、[アクション（Actions）] > [Nホップトポロジ（N
Hop Topology）]を選択します（デバイス 360ビューからデバイ
スのローカルトポロジを表示する（8ページ）を参照）。

このオプションは、CiscoNCS1010デバイスでは使用
できません。

（注）

ネイバー

デバイス上でプロビジョニングされた各回線の回線/VC名、タイ
プ、顧客、ステータス、および作成日。また、特定の回線/VC用
の [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを起動することもでき
ます。

このオプションは、CiscoNCS1010デバイスでは使用
できません。

（注）

回線/VC

クラスタ構成内の Cisco ASR 9000シリーズデバイスの場合、こ
のタブには、衛星の名前、タイプ、説明、ステータス、IPアドレ
ス、およびMACアドレスが一覧表示されます。また、特定の衛
星用の [衛星 360（Satellite 360）]ビューを起動することもできま
す。

[衛星（Satellites）]タブ

デバイスの位置に関する地理的情報。シビックロケーション
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デバイス上で行われた最新の 5つの変更。インベントリ、設定
（設定アーカイブ）、またはSWIM（ソフトウェアイメージ）に
分類されます

ルートユーザーとしてログインしている場合は、[最
近の変更（RecentChanges）]タブですべてのアクティ
ビティを表示できます。非ルートユーザーとしてログ

インしている場合は、自分が実行したアクティビティ

のみを表示できます。

（注）

最近の変更

デバイスに割り当てられた共有リスクリソースグループ（SRRG）
が一覧表示されます。このタブの [?]（[ヘルプ（help）]）アイコ
ンをクリックしてその凡例を表示します。SRRGに関する詳細に
ついては、「Geoマップに共有リスクリソースグループ（SRRG）
を表示して管理する」を参照してください。

このオプションは、CiscoNCS1010デバイスでは使用
できません。

（注）

SRRGs

また、[アクション（Actions）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]を選択するこ
とにより、トポロジマップに特定のデバイスを表示することもできます。

デバイスの情報とステータスを比較する

[比較ビュー（ComparisonView）]ページでは、複数のデバイスの対照比較を実行できます。こ
のビューには、発生したアラーム、デバイス上のモジュール、インターフェイス、および回線

のステータス、最近実行された変更の概要などの情報が表示されます。デバイスを比較するに

は、次の手順を実行します。

ステップ 1 次のいずれかを選択して、[ネットワークデバイス（Network Devices）]ページを開きます。

• [モニター（Monitor）] > [管理対象要素（Managed Elements）] > [ネットワークデバイス（Network
Devices）]

• [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]

ステップ 2 比較するデバイスごとに、次の手順を実行します。

a) [IPアドレス（IP Address）]列で [i]（情報）アイコンをクリックして、[デバイス 360（Device 360）]
ビューを開きます。

b) [アクション（Actions）] > [追加して比較（Add to Compare）]を選択します。

選択したデバイスがページの下部に表示されます。最大 4つのデバイスを選択できます。

ステップ 3 [比較（Compare）]をクリックします。

デバイスの詳細の表示
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[比較ビュー（Comparison View）]ページが開きます。

ステップ 4 ビューの上部にあるドロップダウンリストで、利用可能なすべての情報をビューに表示するか、デバイス
ごとに一意の情報だけを表示するかを指定します。

ステップ 5 [ビューのカスタマイズ（CustomizeView）]をクリックして、ビューに表示するカテゴリのチェックボック
スをオンにしてから、[保存（Save）]をクリックします。

デフォルトでは、すべてのカテゴリが選択されています。

ステップ 6 選択したカテゴリごとに提供される情報が表示されるようにページをスクロールダウンします。

次の点に注意してください。

•比較ビューには、一度に 2つのデバイスに関する情報しか表示されません。3つ以上を選択した場合
は、現在表示されていないデバイスに切り替える必要があります。

•選択したデバイスの順序を変更するには、ページの右上にある [並べ替え（Rearrange）]をクリックし
ます。

•各デバイスの [表示（View）]メニューと [アクション（Actions）]メニューは、[デバイス 360（Device
360）]ビューで提供されるものと同じです。オプションを選択すると、対応するページが開きます。

•必要に応じて、表示されるカテゴリを最小化または最大化できます。

• [比較ビュー（Comparison View）]は、回線および VC、インターフェイス、およびリンクでも利用で
きます。それぞれの 360ビューからこれらの要素のいずれかを比較用に選択すると、対応するタブに
その要素が表示されます。これにより、必要に応じて要素のタイプを切り替えることができます。

•デバイスの比較を終了する場合は、ページの右上にある [戻る（Back）]をクリックしてから、ページ
の下部にある [すべての項目をクリア（Clear All Items）]をクリックします。他の要素タイプのタブが
表示されている場合は、それらのタブもクリアする必要があります。

デバイス 360ビューからデバイスのローカルトポロジを
表示する

デバイス周辺のネットワークトポロジを最大 3つのホップまで表示するデバイス 360ビューか
ら小規模なトポロジのウィンドウを起動できます。

ステップ 1 興味のあるデバイスのデバイス 360ビューを開きます。

•ほとんどすべてのデバイステーブルの IPアドレスの横にある [i]アイコンをクリックします。

•ネットワークトポロジで、拡張グループ内のデバイスをクリックしてから、[表示（View）]をクリッ
クします。

デバイスの詳細の表示
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ステップ 2 [アクション（Action）]ドロップダウンメニュー（デバイス 360ビューの右上にある）から [Nホップト
ポロジ（N-Hop Topology）]を選択します。

ステップ 3 必要な情報が表示されるようにポップアップウィンドウを調整します。

•編集アイコンをクリックします。

• [ホップ（Hop）]ドロップダウンリストから、ホップカウント（1～ 3）を選択します。

• [レイアウト（Layout）]ドロップダウンリストから、トポロジマップのレイアウトを選択します。

ステップ 4 変更を保存し、パンツールとズームツールを使用して結果を表示します。

ネットワークのハードウェアインベントリの表示
次の手順を使用して、ネットワーク内のすべてのデバイスに関する基本的なハードウェア情報

（製品名、物理ロケーション、シリアル番号、製造日など）を表示します。

ステップ 1 デバイスレベルの情報を表示する手順は次のとおりです。

1. [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [ネットワークインベントリ
（Network Inventory）]を選択します。

2. [クイックフィルタ（Quick Filter）]を使用して、特定のデバイスを検索します。たとえば、すべての
ASRデバイスのハードウェア情報を一覧表示するには、[製品名（ProductName）]フィールドに*ASR*
と入力します。

ステップ 2 要素レベルの情報を表示するには、次のいずれかの方法を使用します。

• [デバイスの詳細（Device Details）]ページから情報を取得します。完全なデバイス情報の取得：[デバ
イスの詳細（Device Details）]ページ（9ページ）を参照してください。

• [シャーシビュー（Chassis View）]から情報を取得します。シャーシビューを開く（12ページ）を参
照してください。

•ハードウェアレポートを実行します。デバイスレポートを参照してください。

完全なデバイス情報の取得：[デバイスの詳細（Device
Details）]ページ

デバイスに関する最も包括的な情報については、[デバイスの詳細（Device Details）]ページを
参照してください。詳細なインベントリ情報と設定オプションが表示されます。
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図 1 : [シャーシビュー（Chassis View）]ウィンドウ

図 2 : [Device Details]ウィンドウ

[デバイスの詳細（Device Details）]ページを起動するには、次の手順を実行します。

• [デバイス360（Device 360）]ビューから：IPアドレスのハイパーリンクをクリックする
か、[表示（View）] > [詳細（Details）] > [デバイスの詳細（Device Details）]タブを選択
します。

ここに表示されるタブは、[シャーシビュー（Chassis View）]での選択によって異なります。
次の表でタブについて説明します。
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説明タブ名

選択された要素の状況に当てはまるインベントリ、サービス、およびアラーム情

報を提供します。また、設定、イメージ管理、および設定アーカイブ機能の起動

ポイントとしても機能します

シャーシビュー機能の使用方法については、[シャーシビュー（Chassis View）]
ウィンドウの概要（14ページ）を参照してください。

シャーシ

ビュー

（Chassis
View）

システム情報（環境、モジュールポート、インターフェイス、およびその他の

設定）を提供します。論理インベントリ情報とこれらの要素の設定オプションを

提供します。

デバイスの

詳細

（Device
Details）

デバイス、カード、またはポートで発生したアラームに関する情報を取得しま

す。アラームの詳細を表示するを参照してください。

アラーム

（Alarms）

デバイス、カード、またはポートを設定します。要素は、物理的な場所でグルー

プ分けされます（論理機能に基づいてグループ分けされた要素を設定するには、

[デバイスの詳細（Device Details）]タブをクリックします）。Cisco Evolved
Programmable Network Managerを使用してデバイスを設定する方法を参照してく
ださい。

設定

（Configuration）

デバイスまたはカードのシリアル番号や製造年月日などの詳細なハードウェア情

報を表示します。

インベント

リ

（Inventory）

デバイス、カード、またはポート上で設定されたインターフェイスのステータス

を表示します。ここでは、特定のインターフェイスの [インターフェイス 360
（Interface 360）]ビューを開くこともできます。Cisco EPN Managerでインター
フェイス情報を表示する他の方法に関するトピックへのリンクについては、デバ

イスインターフェイスの表示（23ページ）を参照してください。

インター

フェイス

（Interfaces）

デバイス、カード、またはポートが参加している回線を表示します。Cisco EPN
Managerで回線情報を表示する他の方法に関するトピックへのリンクについて
は、回線/VCの表示（33ページ）を参照してください。

回線

（Circuits）

デバイス上で動作しているソフトウェアイメージを管理します。イメージリポ

ジトリに保存されたイメージを表示するを参照してください。

このタブは、最上位シャーシが選択されている場合にのみ使用でき

ます。

（注）

イメージ

（Image）

デバイス上で動作しているデバイスコンフィギュレーションファイルを管理し

ます。「すべてのアーカイブされたファイルを表示する」を参照してください。

このタブは、最上位シャーシが選択されている場合にのみ使用でき

ます。

（注）

設定アーカ

イブ

（Configuration
Archive）

デバイスの詳細の表示
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デバイスの概要を取得するには、[デバイスの詳細（Device Details）]> [システム（System）]>
[概要（Summary）]の順に移動します。ここでは、デバイスの詳細、インベントリの詳細、
ポートの概要、NTP、SRLG、クロック設定などの情報を表示できます。

[シャーシビュー（ChassisView）]を使用したデバイスの
表示と管理

[シャーシビュー（Chassis View）]には、デバイスシャーシとそのハードウェア要素のインタ
ラクティブモデルが表示されます。[シャーシビュー（Chassis View）]では次の操作が可能で
す。

•シャーシの内容を表示する。

•シャーシ要素の状態を確認し、問題を特定する。

•アラームが発生した要素を表示し、アラームの詳細を提供するビューを起動する。

• [デバイスの詳細（Device Details）]ページを開く起動ポイントを使用してインターフェイ
スを設定する。

[シャーシビュー（Chassis View）]に表示される要素は、デバイスタイプと、デバイスに設定
されている要素によって異なります。

シャーシビューは Cisco Catalyst 8300シリーズデバイスおよび Cisco Catalyst 9300シリーズデ
バイスではサポートされていません。

（注）

シャーシビューを開く

次の表で、シャーシビューを開く際に使用できる、さまざまな方法を説明します。デバイスが

これらの起動ポイントを提供していない場合、それはデバイスがシャーシビューをサポートし

ていないことを意味します。シャーシビューをサポートするデバイスの一覧については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/
evolved-programmable-network-epn-manager/products-device-support-tables-list.htmlを参照してくだ
さい。

デバイスの詳細の表示
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シャーシビューの表

示場所

次の手順を実行します。シャーシ

ビューを開くた

めの場所

ポップアップウィン

ドウ
デバイスの IPアドレスの横にある をクリックしま

す。

[ネットワーク
デバイス

（Network
Devices）]テー
ブル

フルページビューデバイス名のハイパーリンクをクリックします。

ポップアップウィン

ドウ

[デバイス 360度（Device 360）]ビューの右上で、[表
示（View）] > [シャーシビュー（Chassis View）]の
順に選択します。

[デバイス360度
（Device 360）]
ビュー

フルページビュー[デバイス360（Device 360）]ビューの右上から、[表
示（View）] > [詳細（Details）]の順に選択します。

フルページビュー[シャーシビュー（Chassis View）]タブをクリックし
ます。

[デバイスの詳
細（Device
Details）]ペー
ジ

[シャーシビュー（ChassisView）]ポップアップウィンドウからフルページの [シャーシビュー
（Chassis View）]を開くには、ウィンドウの右上隅にある [起動設定（Launch Configuration）]
リンクをクリックします。

[シャーシビュー（ChassisView）]を使用したデバイスの表示および設
定に必要な権限

次の表で、Cisco EPN Managerユーザーグループのメンバーに付与される [シャーシビュー
（Chassis View）]の権限について説明します。これらの権限は編集できません。

ユーザーグループの詳細については、を参照してください。ユーザーが実行できるタスクWeb
インターフェイスの制御

•フルアクセス（読み取りと書き込み）：このグループのユーザーは、[シャーシビュー
（Chassis View）]を使用してデバイスを表示および設定できます。

•読み取り専用アクセス：このグループのユーザーは、[シャーシビュー（Chassis View）]
を使用してデバイスを表示することはできますが、設定することはできません。

•書き込み専用アクセス：このグループのユーザーは、[シャーシビュー（Chassis View）]
を使用してデバイスを設定することはできますが、表示することはできません（NBIWrite
グループにのみ適用されます）。

•アクセスなし：このグループのユーザーは [シャーシビュー（Chassis View）]にアクセス
することも、ビューを使用することもできません。

デバイスの詳細の表示
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書き込み読み取りグループタイプ

XXRootWeb UI

XXスーパーユーザー

——管理者

XXConfig Managers

—XSystem Monitoring

—XUser-Defined 1～ 4

—XMonitor Lite

—XNBI ReadNBI

X—NBI Write

XXNorth Bound API

[シャーシビュー（Chassis View）]ウィンドウの概要
次の図は、Cisco ASR 903ルータの [シャーシビュー（Chassis View）]を示しています。

デバイスの詳細の表示
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[シャーシビュー（Chassis View）]が更新され、ポートが常駐しているラインカードモジュー
ルだけが表示され、そのモジュールが拡大表示されます。[シャーシビュー（Chassis View）]
でポートが脈動するので、ユーザーはそのポートを見つけやすくなります。このモジュールの

ポートに表示されているバッジは、それらのポートのプライマリステータスを示します（ポー

トまたはインターフェイスの状態（18ページ）を参照）。一部の要素は、状態（アウトオブ
サービス、プロビジョニングされる前など）を示す色付きの線で囲まれている場合がありま

す。バッジやその他のインジケータの意味を説明するキーを開くには、[シャーシビュー（Chassis

View）]の右下にある をクリックします。

デバイスに複数のシャーシまたはシェルフがある場合は、各シャーシまたはシェルフが同じ

[シャーシビュー（Chassis View）]に表示されます（例については [シャーシビュー（Chassis
View）]での混在シャーシ、マルチシャーシ、およびマルチシェルフデバイスの表示（19ペー
ジ）を参照）。カードイメージを取得できない場合、[シャーシビュー（Chassis View）]の
カード名のそばに疑問符が表示されます。

シャーシビューに表示されるラックの数を制御するGUIの表示設定をカスタマイズできます。
手順は次のとおりです。

1. CiscoEPNManagerウィンドウの右上をクリックし、[マイプリファランス（MyPreferences）]
を選択します。

2. [シャーシビューの設定（ChassisViewConfiguration）]で、[表示するシャーシラック（Chassis
racks todisplay）]ドロップダウンリストから値を選択します。指定した数によって、シャー
シビューに表示されるラックの数が決まります。デフォルト値は 2です。

ロード時間を短縮するため、ラック情報はデフォルトでは表示されません。関連するラック情

報を表示するには、ダウンロードボタン（ラックに表示）をクリックする必要があります。

• [シャーシビュー（Chassis View）]には Cisco EPN Managerでパッケージ化された汎用イ
メージが表示されるため、[シャーシビュー（Chassis View）]に表示されるカラーは物理
デバイスと一致しないことがあります。

•セキュアドメインルータ（SDR）を収容する Cisco NCS 6000デバイスの [シャーシビュー
（Chassis View）]を開いている場合、デバイスタイプと SDRの名前が [シャーシビュー
（ChassisView）]の上部に表示されます。クラスタまたはユーザー定義グループに属する
デバイスのSDRラベルが表示されない（自動クラスタリングがデバイスのプロキシミティ
に基づいて適用されるため）ことがある点に注意してください。

（注）

次の表に、[シャーシビュー（Chassis View）]のコンポーネントとその機能を示します。

デバイスの詳細の表示
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説明[シャーシ
ビュー

（Chassis
View）]の
コンポーネ

ント

デバイス上の特定のラック、シェルフ、モジュール、またはインターフェイスを

検索するために使用できるフィールドを開きます。

[シャーシエクスプローラ（Chassis Explorer）]を開きます。

デバイスの到達可能性状態を示します（「デバイスの到達可能性状態と管理状

態」を参照）。この例は、デバイスが到達可能であることを示しています。

デバイスの管理ステータスを示します（「デバイスの到達可能性状態と管理状

態」を参照）。この例は、デバイスが管理されていることを示しています。

デバイスの [デバイス 360（Device 360）]ビューを開きます。「基本デバイス情
報を取得する：[デバイス 360（Device 360）]ビュー」を参照してください。

デバイスの [デバイスの詳細（Device Details）]ページを開きます。このページ
に表示されるタブは、デバイス、モジュール、またはポートが [シャーシビュー
（Chassis View）]で現在選択されているかどうかによって異なります。「完全
なデバイス情報の取得：[デバイスの詳細（DeviceDetails）]ページ」を参照して
ください。

[起動設定
（Launch
Configuration）]
リンク

[ドック（Dock）]ウィンドウに、デバイスの [シャーシビュー（Chassis View）]
へのショートカットを追加します。「[ドック（Dock）]ウィンドウのカスタマ
イズ」を参照してください。

[シャーシビュー（Chassis View）]を閉じます。

イメージをズームインします。

イメージをズームアウトします。

[シャーシビュー（Chassis View）]内でイメージ全体を見ることができるように
イメージのサイズを変更します。

この機能をサポートするデバイスの前面と背面の [シャーシビュー（Chassis
View）]を切り替えます。このアイコンの上にカーソルを置いたときに表示され
る吹き出しは、開いているビューを示します。

この機能は、次のシスコデバイスでサポートされています。

• Cisco ASR 901Sルータ

• Cisco NCS 1001、1002、5001、5002、および 5008デバイス

デバイスの詳細の表示
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説明[シャーシ
ビュー

（Chassis
View）]の
コンポーネ

ント

現在表示されているモジュールのイメージを回転します。このアイコンは、デバ

イス全体が表示されている場合は使用できません。

クリックすると、[アラームの点滅を有効化（Enable Alarm Blinking）]チェック
ボックスにアクセスできます。このチェックボックスをオンにすると、注意を引

きつけて見つけやすくするために、モジュールまたはポートに表示されているア

ラームバッジが点滅します。

[シャーシビュー（Chassis View）]に表示されるバッジと色付きの線の重要性を
説明するキーを開きます。

デバイスのパフォーマンスグラフを開きます。

ビューで 1つ前のレベルに戻ります。

[シャーシビュー（ChassisView）]でのネットワーク要素の状態に関す
る情報の表示

バッジ、線、および色は、デバイスの動作状態、要素、およびコンポーネントに関する情報を

提供します。[シャーシビュー（Chassis View）]の右下にある [凡例（Legends）]アイコンをク
リックすると、バッジ、線、色の意味を一覧表示するキーが表示されます。

詳細については、次のトピックを参照してください。

•機器の動作状態（シャーシビュー）（17ページ）

•ポートまたはインターフェイスの状態（18ページ）

機器の動作状態（シャーシビュー）

機器の動作状態はネットワーク要素の実行状態を表しています。

説明アイコン機器の動作状態

機器が正常に動作しています。（なし）サービス中（In Service）

（Cisco NCS 2000およびCisco ONSデバイスの
み）機器は設定されていますが、シャーシには

物理的に存在していません。

事前プロビジョニング済み

デバイスの詳細の表示
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機器は正常に動作していません。失敗/無効/ダウン/休止中/メ
ンテナンス中のため休止中

機器の動作状態は不明です。デバイスからの応

答はありません（または不十分な応答）。

不明

ポートまたはインターフェイスの状態

ポートまたはインターフェイスのプライマリ状態：管理者と運用状態を組み合わせることで

ポートまたはインターフェイスの最も重要な状態情報を伝えます。[多層トレース（Multilayer
Trace）]には、ポートのプライマリ状態またはアラーム状態が表示されます。[シャーシビュー
（ChassisView）]の場合は、要素が状態変化を示す色の変化をサポートしていない場合でも、
生成されたアラームから状態変更情報を取得できます。

ポート/インターフェイスにアラームが関連付けられている場合、アラームアイコンが表示さ
れ、ポートアイコンは表示されません。このアラームは、ポートがテスト中または管理ダウン

状態でない場合にのみ表示されます。

（注）

動作状態管理ステー

タス

アイコンポートまたは

インターフェ

イスのプライ

マリ状態

不明不明不明

ダウンアップダウン

—テストテスト

—管理上ダウ

ン

管理上ダウン

アップアップアップ

自動アップアップ自動アップ

ポートまたはインターフェイスの管理状態：ポートまたはインターフェイスの設定状態を表し

ます（たとえば、管理者が手動でポートをシャットダウンした場合など）。

説明アイコンポートまたはイ

ンターフェイス

の管理状態

ポートまたはインターフェイスの管理状態は不明です。デバイス

からの応答（または不十分な応答）はありません。

不明

デバイスの詳細の表示
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ポートまたはインターフェイスは管理者によって手動でシャット

ダウンされました。

管理上ダウン

ポートまたはインターフェイスは管理者によって有効にされてい

ます。

アップ

ポートまたはインターフェイスは管理者によってテストされてい

ます。

テスト

ポートまたはインターフェイスの動作状態：ポートまたはインターフェイスの実行状態と、そ

れが適切に動作しているかどうかを伝えます。

説明アイコンポートまたは

インターフェ

イスの動作状

態

ポートまたはインターフェイスの動作状態は不明です。デバイス

からの応答（または不十分な応答）はありません。

不明

ポートまたはインターフェイスは正しく動作していません。ダウン

ポートまたはインターフェイスがデータを送受信しています。アップ

ポートまたはインターフェイスがデータを送受信しています（特

定のデバイスのみがこの状態をサポートしています。他のデバイ

スは [アップ（Up）]を使用します）。

自動アップ

[シャーシビュー（Chassis View）]での混在シャーシ、マルチシャー
シ、およびマルチシェルフデバイスの表示

次の例は、混合シャーシビューを示しています。シャーシのタイプが異なるため、シェルフ番

号は連続していません。

デバイスの詳細の表示

19

デバイスの詳細の表示

[シャーシビュー（Chassis View）]での混在シャーシ、マルチシャーシ、およびマルチシェルフデバイスの表示



混合シャーシ、マルチシャーシ、およびマルチシェルフデバイスの場合は、シャーシビューで

のアラームの表示（20ページ）で説明しているとおり、Cisco EPNManagerはシャーシまたは
シェルフにアラームを集約します。

クラスタ内のマルチシャーシデバイスの場合、[デバイス360（Device 360）]ビューの [シャー
シ（Chassis）]タブでは、どのシャーシがプライマリで、どのシャーシがバックアップである
かが識別されます。

マルチシェルフデバイス用に開いた [シャーシビュー（ChassisView）]には、最初の4台のラッ
クのみが表示されます。関連するラック情報を表示するには、ユーザーがダウンロードボタン

（ラック番号 5以上に表示）をクリックする必要があります。

（注）

シャーシビューでのアラームの表示

[シャーシビュー（Chassis View）]のアラームバッジは、機器にローカライズされた 1つ以上
のアラームを表します。複数のアラームを持つ要素に、バッジアイコンは最も重大な警告を伝

えます

デバイスの詳細の表示
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（注意をひくため）アラームアイコンが点滅するようにシャーシビューをカスタマイズする

には、ビューの右下の をクリックしてから、[アラームの点滅を有効にする（EnableAlarm
Blinking）]チェックボックスをオンにします。

ポート/インターフェイスにアラームが関連付けられている場合、アラームアイコンが表示さ
れ、ポートアイコンは表示されません。このアラームは、ポートがテスト中または管理ダウン

状態でない場合にのみ表示されます。

（注）

デバイスに固有のアラームを表示するには、次の手順を実行します。

デバイスの詳細の表示

21

デバイスの詳細の表示

シャーシビューでのアラームの表示



ステップ 1 デバイスのシャーシビューを開いて、[設定の起動（Launch Configuration）]リンクをクリックします。

[デバイスの詳細（Device Details）]ページが開きます。

ステップ 2 選択していない場合は、[アラーム（Alarms）]タブをクリックします。

そのデバイスに関して発生しているすべてのアラームがここに表示されます。

ステップ 3 （ラインカードやポートなど）特定のデバイスコンポーネントのアラームを表示するには、次のいずれか
を実行します。

•シャーシビューのコンポーネントをダブルクリックします。

• をクリックして [シャーシエクスプローラ（Chassis Explorer）]を開き、そのエントリをクリック
します。

[シャーシビュー（Chassis View）]での回線ルートの表示
回線に参加しているデバイスの [シャーシビュー（Chassis View）]を使用して、回線のエンド
ツーエンドの物理ルートを表示できます。また、回線の電力レベルとスパン損失を表示するこ

ともできます。

この機能は OCH WSON光回線タイプにのみ使用できます。（注）

ステップ 1 左側のサイドバーで、[インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（Device Management）]> [ネットワー
クデバイス（Network Devices）]を選択します。

ステップ 2 [ネットワークデバイス（Networks Devices）]テーブルで、目的のデバイス名のハイパーリンクをクリック
し、[シャーシビュー（Chassis View）]のフルページビューを開きます。

ステップ 3 [シャーシビューエクスプローラ（Chassis View Explorer）]を展開してシェルフを選択します。

ステップ 4 右ペインの [回線（Circuits）]サブタブをクリックし、物理ルートを表示する回線を選択します。

[シャーシビュー（Chassis View）]に回線の物理ルートが表示されます。同じカードのポート間の内部接続
は、点線で表示されます。

ステップ 5 左ペインで [シャーシビュー（ChassisView）]の横にある目のアイコンをクリックして、物理ルート、電力
レベル、およびスパン損失を表示または非表示にします。

デバイスの詳細の表示
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デバイスポートの表示
デバイスの物理ポートに関する詳細情報は、[デバイスの詳細（Device Details）]ページから取
得できます。また、さまざまな 360ビューで基本的なポート情報を確認できます。

モジュールとポートを備えたデバイスシャーシを表示するには、[シャーシビュー（Chassis
View）]を使用します。シャーシビューを開く（12ページ）を参照してください。

次の手順を実行します。情報を表示する対象

ポート

1. [デバイスの詳細（Device Details）]ページを開きます。

• [デバイス360（Device 360）]ビューの右上で、[表示
（View）] > [詳細（Details）]の順に選択します。

•デバイステーブルにあるデバイス名のハイパーリンクをク
リックします。

2. [デバイスの詳細（DeviceDetails）]タブで、[システム（System）]
> [物理ポート（Physical Ports）]を選択します。

デバイス上のすべての

物理ポート（ポートエ

イリアスと常駐モ

ジュールを含む）

360ビューの [インターフェイス（Interface）]タブを確認します。インターフェイスの

ポート

[デバイス360（Device 360）]ビューの [モジュール（Modules）]タブ
を確認します。

モジュールに接続され

たポート

[デバイス360（Device 360）]ビューの [ネイバー（Neighbors）]タブ
を確認します。

ネイバーに接続された

ポート

ポートの状態とアイコンのマトリックスについては、ポートまたはインターフェイスの状態

（18ページ）を参照してください。

デバイスインターフェイスの表示
Cisco EPN Managerは、デバイスインターフェイスを表示するための次の方法を提供していま
す。

詳細については、以下を参照してください。インターフェイスを表示する方

法

デバイスインターフェイスの概要：[インターフェイス360
（Interface 360）]ビュー（24ページ）

特定のインターフェイスに関す

る詳細の表示

デバイスの詳細の表示
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•特定のデバイスのインターフェイスを表示する：[デバ
イス 360（Device 360）]ビュー（24ページ）

• [デバイスの詳細（DeviceDetails）]ページを使用した、
デバイスのインターフェイスに関する包括的情報の取

得（29ページ）

•シャーシビューでのインターフェイスの表示（30ペー
ジ）

特定のデバイスのインターフェ

イスの表示

特定のデバイスのインターフェイスを表示する：[デバイス360（Device
360）]ビュー

[デバイス360（Device360）]ビューを使用すると、デバイスのインターフェイスのステータス
をすばやく確認できます。

ステップ 1 [デバイス360（Device 360）]ビューを開きます。

•ほぼすべてのデバイステーブルの IPアドレスの横にある [i]アイコンをクリックします。

•ネットワークトポロジで、展開されたグループ内のデバイスをクリックし、[表示（View）]をクリッ
クします。

ステップ 2 [インターフェイス（Interfaces）]タブをクリックします。

デバイスインターフェイスの概要：[インターフェイス360（Interface
360）]ビュー

[インターフェイス360（Interface 360）]ビューには、一般的なインターフェイスの詳細、イン
ターフェイスステータス、インターフェイスのアラーム、インターフェイスを通過する回

線/VC、パフォーマンス情報など、特定のインターフェイスの概要情報が表示されます。[イン
ターフェイス360（Interface 360）]ビューの [アクション（Actions）]メニューから、インター
フェイスの有効化および無効化などの基本的なタスクを実行できます。[トポロジで表示（Show
in Topology）]オプションでトポロジマップを起動すると、マップのコンテキストにインター
フェイスを表示できます。

アラームテーブル、リンクテーブル、デバイス360ビューなどで、インターフェイス名の横に
[i]アイコンが表示されていれば、[インターフェイス360（Interface 360）]ビューを起動できま
す。

[インターフェイス360（Interface 360）]ビューでは、ビュー上部にインターフェイスの一般的
な情報が表示され、ビュー下部の各タブに詳細なインターフェイス情報が表示されます。[イ

デバイスの詳細の表示
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ンターフェイス 360（Interface 360）]ビューに表示される情報は、インターフェイス設定に応
じて異なります。

表示されるタブは、このビューを起動したインターフェイスのタイプによって異なります。た

とえば光インターフェイスの場合は、光インターフェイスのタイプに応じて、[光物理（Optical
Physical）]タブまたは [ODU]タブが表示されます。

[インターフェイス360（Interface 360）]では、IPv6のサポートが制限されています。（注）

ダイアログボックスの右上にあるメニューを使用して、次のタスクを実行することもできま

す。

• [自動更新（Auto-Refresh）]：ステータスとトラブルシューティングをリアルタイムで更新
する場合は、[更新（Refresh）]アイコンをクリックしてオンデマンド更新を有効にしま
す。または、ドロップダウンリストから、自動更新の間隔を 30秒、1分、2分、または 5
分に設定することもできます。デフォルトでは、自動更新はオフになっています。

自動更新設定は、現在開いている [360°ビュー（360°View）]ダイ
アログボックスにのみ適用されます。このビューを閉じてからも

う一度開いた場合または別のビューを開いた場合は、デフォルト

では自動更新がオフになります。

（注）

•インターフェイスが関連付けられているポートまたはラインカードを強調表示するシャー
シビューを開きます（[表示（View）]メニュー）。この機能は、現場の技術者に問題の
原因となっている箇所を説明する必要がある場合に便利です。

•発生したアラームや関連付けられている回線およびVCのステータスなどの情報に基づい
て、別のインターフェイスと対照比較するインターフェイスを選択します（[アクション
（Actions）]メニュー）。インターフェイスの情報とステータスを比較する（28ページ）
を参照してください。

• [表示（View）] > [パフォーマンス（Performance）]を選択して、特定のインターフェイス
タイプの関連するパフォーマンスダッシュボードにパフォーマンス情報を表示します。

• [アクション（Actions）]メニューからインターフェイスを有効または無効にします。

• [アクション（Actions）]メニューからMPLSインターフェイスのロックアウトを有効また
は無効にします。インターフェイスが属しているMPLS TEトンネルリンクの保守作業を
行う前に、MPLSインターフェイスをロックアウトします。[インターフェイス360（Interface
360）]ビューをいったん閉じて再度開き、更新された詳細を確認します。

デバイスの詳細の表示
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MPLSロックアウトは、トンネルインターフェイスには適用され
ません。

MPLSロックアウトは、EPNMで有効な検出済みMPLSリンクが
あるインターフェイスにのみ適用されます。

（注）

•インターフェイスが配置されているデバイスをトポロジマップで表示します（[アクショ
ン（Actions）]メニュー）。

• [アクション（Actions）]メニューからインターフェイスを有効または無効にします。

• [アクション（Actions）]メニューから AINSで有効にします。

• [アクション（Actions）] > [ポートの移行（Migrate Port）]を使用して、ポート間でポー
ト設定をコピーしてアクティブ化します。この操作はXRデバイスでのみサポートされて
います。この操作の実行中は、空の宛先ポートのみを選択できます（ポートには設定は存

在しません）。show running-config interface <宛先ポート>コマンドを使用して、宛先ポー

トが空であることを確認します。操作が成功すると、送信元ポートがシャットダウンされ

ます。

•送信元ポートと宛て先ポートの両方を同じにすることはできません。

•送信元ポートと宛先ポートは異なるカードのものにすることができますが、同じタイ
プである必要があります（たとえば、送信元ポートがギガビットイーサネットの場合

は宛先ポートもギガビットイーサネットである必要があります）。

•ポートの移行操作は、イーサネット物理ポートにのみ適用されます。

ポートの移行操作を実行する前に、デバイスをメンテナンスモードに移すことを推奨しま

す。この操作は、XRプラットフォームによって提供される機能に基づいています。デバ
イスは replace CLIコマンドをサポートしている必要があります。

サービスエンドポイントが設定されているポート設定を移行する

と、意図した目的と検出されるサービスとの間にギャップが生じ

ます。サービスエンドポイントの変更を調整することはできない

ため、サービスの調整によってこの問題に対処することはできま

せん。

警告

•移行されたポートのアラームをクリアするために、次の APIを使用できます。
https://<Server
IP>/webacs/alarm-rest/ClearAlarmsByPort?portName=<Port_Name>&deviceIp=<Device IP>

それぞれの説明は次のとおりです。

• <Server IP>は、サーバーの IPアドレスです。

• <Port_Name>は、デバイスが設定されているポートの名前です。

デバイスの詳細の表示
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• <Device IP>は、デバイスの IPアドレスです。

•トラブルシューティングの目的で、光インターフェイス（光物理インターフェイスを除
く）のパフォーマンスデータのベースラインを設定します。詳細については、「光パフォー

マンスデータのベースラインの設定（30ページ）」を参照してください。

•動作中インターフェイスからデバイス上のプロテクションインターフェイスへのパターン
切り替えを設定するには、[アクション（Actions）]メニューにある [UPSR/SNCPプロテク
ション（UPSR/SNCPProtection）]オプションを使用します。このオプションは、動作中イ
ンターフェイスとプロテクションインターフェイスが設定されているデバイスの場合にの

み、GUIで使用できます。Cisco EPN Managerはユーザー設定に基づいて、インベントリ
データベースとデバイスインターフェイスとの定期的な同期を実行します。インターフェ

イスを切り替える操作は次の順序で進みます。

• [ロックアウト（Lockout）]：動作中インターフェイスがプロテクションインターフェ
イスに切り替わるのを防ぎます。

• [保護を強制（Force Protect）]：保護インターフェイスに切り替えます。

• [ワーキングを強制（ForceWorking）]：ワーキングインターフェイスに切り替えます。

• [手動で保護（Manual Protect）]：手動で保護インターフェイスに切り替えます。

• [手動で動作中（ManualWorking）]：手動で動作中インターフェイスに切り替えます。

• [クリア（Clear）]：以前に設定された外部コマンドをクリアします。

説明[インターフェイス
360（Interface
360）]ビューに表
示される情報

インターフェイス名、ステータス、説明、タイプ、デバイス名、IPアド
レス、MACアドレスなど。

一般情報

[表示（View）] > [パフォーマンス（Performance）]から関連するパフォー
マンスダッシュボードへの起動ポイント。

パフォーマンス

データ

インターフェイスの現在のアラーム、アラームの重大度、ステータス、

および生成時刻。また、アラームブラウザの起動ポイントも示されま

す。

アラーム

関連付けられている各インターフェイスの名前、インターフェイスタイ

プ、動作および管理ステータス。また、[インターフェイス360（Interface
360）]ビューの起動ポイントも示されます。

インターフェイス

（回線に参加しているインターフェイスの場合）回線/VCの名前、タイ
プ、顧客、ステータス、および作成日。また、[回線/VC360（Circuit/VC
360）]ビューの起動ポイントも示されます。

回線/VC

デバイスの詳細の表示
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インターフェイスに関連付けられているすべてのEFP（該当する場合）。
また、動作ステータス、管理ステータス、およびEFPタイプも示されま
す。

EFP

光物理、ODU、FECなど、インターフェイスのタイプに関連するタブの
追加のインターフェイス情報とパフォーマンスデータ。

リリース 7.0以降では、評価指標の [Pre FEC BER（Pre FEC
BER）]および [Post FEC BER（Post FEC BER）]は、[コヒー
レントDSPコントローラ（CoherentDSPControllers）]ページ
から削除されて [インターフェイス/FEC（Interface/FEC）]タ
ブの下に追加されています。

（注）

特定のインターフェ

イスタイプに関連

する詳細情報

インターフェイスのリアルタイムパフォーマンスモニターリングデー

タ。このデータは 10秒ごとに収集され、直近 12回分のポーリング結果
がここに表示されます。表示できるカウンタの一覧については、「参

考：物理インターフェイスのパフォーマンスカウンタ」を参照してくだ

さい。

光物理

インターフェイスの情報とステータスを比較する

[比較ビュー（ComparisonView）]ページでは、複数のインターフェイスの対照比較を実行し、
IPアドレスとMACアドレス、発生したアラーム、関連する回線と VCなどの情報を表示でき
ます。インターフェイスを比較するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 比較するインターフェイスごとに、次の手順を実行します。

a) デバイスインターフェイスの概要：[インターフェイス360（Interface 360）]ビュー（24ページ）の説
明に従って、[インターフェイス360（Interface 360）]ビューを開きます。

b) [アクション（Actions）] > [追加して比較（Add to Compare）]を選択します。

選択したインターフェイスがページの下部に表示されます。最大 4つのインターフェイスを選択でき
ます。

ステップ 2 [比較（Compare）]をクリックします。

[比較ビュー（Comparison View）]ページが開きます。

ステップ 3 ビュー上部にあるドロップダウンリストで、利用可能なすべての情報を表示するか、インターフェイスご
とに一意の情報だけを表示するかを指定します。

ステップ 4 [ビューのカスタマイズ（CustomizeView）]をクリックして、ビューに表示するカテゴリのチェックボック
スをオンにしてから、[保存（Save）]をクリックします。

デフォルトでは、すべてのカテゴリが選択されています。

ステップ 5 選択したカテゴリごとに提供される情報が表示されるようにページをスクロールダウンします。

次の点に注意してください。

デバイスの詳細の表示
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• [比較ビュー（Comparison View）]には、一度に 2つのインターフェイスに関する情報しか表示されま
せん。3つ以上を選択した場合は、現在表示されていないインターフェイスに切り替える必要があり
ます。

•選択したインターフェイスの順序を変更するには、[再整理（Rearrange）]をクリックします。

•各インターフェイスの [表示（View）]メニューと [アクション（Actions）]メニューは、[インターフェ
イス360（Interface 360）]ビューで提供されるものと同じです。オプションを選択すると、対応する
ページが開きます。

•必要に応じて、表示されるカテゴリを最小化または最大化できます。

• [比較ビュー（Comparison View）]は、回線および VC、デバイス、およびリンクでも利用できます。
それぞれの 360ビューからこれらの要素のいずれかを比較用に選択すると、対応するタブにその要素
が表示されます。これにより、必要に応じて要素のタイプを切り替えることができます。

•インターフェイスの比較を終了する場合は、ページの上部にある [戻る（Back）]をクリックしてか
ら、ページの下部にある [すべての項目をクリア（Clear All Items）]をクリックします。他の要素タイ
プのタブが表示されている場合は、それらのタブもクリアする必要があります。

[デバイスの詳細（Device Details）]ページを使用した、デバイスのイ
ンターフェイスに関する包括的情報の取得

デバイス上に設定されているすべてのインターフェイスに関する幅広い情報を取得するには、

[デバイスの詳細（Device Details）]ページを使用します。簡単にナビゲーションできるよう、
インターフェイスはタイプ別にグループ化されています。

ステップ 1 [デバイスの詳細（Device Details）]ページを開きます。

•テーブル内のデバイスの多くに表示される、デバイス名のハイパーリンクをクリックします。

•デバイスの 360度ビューの右上で、[表示（View）] > [詳細（Details）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスの詳細（Device Details）]タブで [インターフェイス（Interfaces）]をダブルクリックし、デバイ
スに設定されている（全タイプの）すべてのインターフェイスのリストを表示します。

ステップ 3 同じタイプのすべてのインターフェイスを表示するには、タイプ（[イーサネットインターフェイス（Ethernet
Interfaces）]など）をクリックします。

ステップ 4 特定のインターフェイスについての詳細を表示するには、インターフェイス名のハイパーリンクをクリッ
クします。
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シャーシビューでのインターフェイスの表示

回線に参加しているデバイスの [シャーシビュー（Chassis View）]を使用して、インターフェ
イスとその詳細を表示できます。名前、アラーム、ロケーション、インターフェイスタイプ、

管理ステータス、動作ステータス、トランスポート管理ステータス、モジュールのシリアル番

号など、インターフェイスの詳細を確認できます。

ステップ 1 左側のサイドバーで、[インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（Device Management）]> [ネットワー
クデバイス（Network Devices）]を選択します。

ステップ 2 [ネットワークデバイス（Networks Devices）]テーブルで、目的のデバイス名のハイパーリンクをクリック
し、[シャーシビュー（Chassis View）]のフルページビューを開きます。

ステップ 3 [シャーシビューエクスプローラ（Chassis View Explorer）]を展開してシェルフを選択します。

ステップ 4 右側のペインで、[インターフェイス（Interfaces）]サブタブをクリックします。

光パフォーマンスデータのベースラインの設定

光インターフェイスパフォーマンスデータのベースラインを設定すると、リアルタイムネッ

トワークパフォーマンスと固定のパフォーマンス統計セットの比較が可能になります。この方

法で、通常のベースラインネットワークパフォーマンスと異常なネットワーク動作を比較で

きます。

ベースラインを設定すると、ベースライン値に基づいて新着のパフォーマンス統計がすべて再

計算され、ベースライン値と現在のリアルタイム値の差（具体的には現在の値からベースライ

ン値を引いた値）が表示されます。

この機能をサポートする光インターフェイスは、[インターフェイス360（Interface360）]ビュー
の関連タブに [ベースラインの設定（Set Baseline）]ボタンがあります。

光インターフェイスのパフォーマンス統計のベースラインを設定する手順は次のとおりです。

ステップ 1 関連インターフェイスの [インターフェイス360（Interface 360）]ビューを開きます。

ステップ 2 インターフェイスタイプ（FEC、OTUなど）に固有のタブを開きます。

ステップ 3 [ベースラインの設定（Set Baseline）]ボタンをクリックします。

テーブル内の行がクリアされます。新しい各行には、ベースライン値と現在のリアルタイム値の差を反映

した値が表示されます。

ステップ 4 リアルタイム値に戻る（ベースラインを実質的に削除する）には、[インターフェイス360（Interface360）]
ビューを閉じてから再度開きます。

デバイスの詳細の表示
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デバイスモジュールの表示
デバイスモジュール情報を表示するには、[インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（Device
Management）] > [ネットワークデバイス（Network Devices）]を選択し、必要な情報量に応じ
て [デバイス360（Device 360）]または [デバイスの詳細（Device Details）]ページを起動しま
す。

必要な操作取得する情報

[デバイス360（Device 360）]ビューで、[モジュール（Modules）]タブを
クリックします。[デバイス360（Device 360）]ビューを開く方法は次のと
おりです。

•ほぼすべてのデバイステーブルで IPアドレスの横にある [i]アイコン
をクリックします。

•ネットワークトポロジで、展開されたビュー内のデバイスをクリック
してから、[表示（View）]をクリックします。

基本的なモジュー

ル情報：ステータ

ス、タイプ、ポー

ト

[デバイスの詳細（DeviceDetails）]ページにある [デバイスの詳細（Device
Details）]タブで [システム（System）] > [モジュール（Modules）]を選択
します。

[デバイスの詳細（Device Details）]ページを開く方法は次のとおりです。

•ほぼすべてのデバイステーブルに表示される、デバイス名のハイパー
リンクをクリックします。

• [デバイス360（Device 360）]ビューの右上で、[表示（View）] > [詳細
（Details）]の順に選択します。

モジュール関連情報の取得が制限されているため、このページ

では Cisco CAT6500デバイスの SFPトランシーバが「未指定
（Unspecified）」製品として表示されます。

（注）

モジュールの機器

タイプと電源の情

報

環境情報の表示（電源装置、ファン）
電源装置やファンの詳細といった環境関連の情報は、[デバイスの詳細（Device Details）]ペー
ジに表示されます。この情報にアクセスする手順は次のとおりです。

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

•ほぼすべてのデバイステーブルに表示されるデバイス名のハイパーリンクをクリックし、[デバイスの
詳細（Device Details）]タブをクリックします。

デバイスの詳細の表示
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• [デバイス360（Device 360）]ビューの右上で [表示（View）] > [詳細（Details）]を選択し、[デバイス
の詳細（Device Details）]タブをクリックします。

ステップ 2 左側にある [機能（Features）]ペインで、（デバイスタイプに応じて）[システム（System）] > [電源オプ
ションとファン（Power Options & Fans）]または [システム（System）] > [環境（Environment）]を選択
します。

デバイスネイバーの表示
ネイバー名、ポート番号、インデックス、デュプレックス設定などのデバイスネイバー情報

は、デバイスの [デバイス360（Device 360）]ビューに表示されます。

ステップ 1 [デバイス360（Device 360）]ビューを開きます。

•ほぼすべてのデバイステーブルで IPアドレスの横にある [i]（情報）アイコンをクリックします。

•ネットワークトポロジで、展開されたグループ内のデバイスをクリックし、[表示（View）]をクリッ
クします。

ステップ 2 [ネイバー（Neighbors）]タブをクリックします。

例

次に例を示します。

リンクの詳細情報の取得
Cisco EPN Managerには、リンクを表示し、それらの詳細を取得するさまざまな方法が用意さ
れています。

デバイスの詳細の表示
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以下の手順を参照：次のリンク情報を表示するには：

特定のリンクの概要：[リンク 360（Link 360）]ビュー特定のリンク

トポロジマップでの特定のリンクの表示トポロジマップ内の特定のリン

ク

ネットワークトポロジマップでのデバイスグループのリ

ンクの表示

トポロジマップ内のグループ

リンクテーブルの表示Cisco EPN Managerのすべて

回線/VCの表示
Cisco Evolved Programmable Network Managerは、回線/VCを表示するためのさまざまな方法を
提供します。

以下の手順を参照：以下の回線/VC情報を表示する
には：

•回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC 360
（Circuit/VC 360）]ビュー

•回線/VCに関する総合情報の取得：[回線/VC詳細情報
（Circuit/VC Details）]ウィンドウ

トポロジマップ、回線/VC 360
ビュー、または回線/VC詳細ペー
ジにおける特定の回線/VC

特定のデバイスの回線/VCの表示デバイス

デバイスグループの回線/VCを表示するトポロジマップまたは拡張テー

ブルのデバイスグループ

Cisco EPN Managerですべての回線/VCを表示Cisco Evolved Programmable
Network Managerのすべて

サテライトの表示
Cisco Evolved Programmable NetworkManagerでは、次の方法でホスト/サテライト構成のサテラ
イト情報を表示できます。

参照先サテライトを表示する方法

トポロジマップでのCisco ASR 9000ホスト/サテライト
トポロジの表示

トポロジマップを使用してロケー

ショングループ内のすべてのサテラ

イトを表示する
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• CiscoASR9000ホストに接続されているサテライト
の特定

•基本デバイス情報を取得する：[デバイス 360
（Device 360）]ビュー（2ページ）

[デバイス360（Device 360）]ビュー
で特定のデバイスのサテライトを表

示する

サテライトに接続されているホストの特定[サテライト360（Satellite 360）]
ビューを使用して、特定のサテライ

トの詳細（接続先のホストなど）を

表示する

カスタム値用のユーザー定義フィールドの作成
デバイスまたは回線/VCにカスタム属性を割り当てる場合は、テーブルに表示する独自のフィー
ルドを作成し、それらのフィールドでカスタム値を定義できます。たとえば、特定のデバイス

に顧客名のラベルを付けることもできます。ユーザー定義フィールドを作成して値を割り当て

たら、テーブルでこれらの値を使用して検索できます。

ユーザー定義フィールドを作成する手順は次のとおりです。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [全般（General）] >
[ユーザー定義フィールド（User Defined Fields）]を選択します。

ステップ 2 [+]アイコンをクリックします。ドロップダウンリストからユーザー定義フィールドのタイプ（UDF）を選
択し、ラベルと説明を入力します。

ステップ 3 次のように、特定のデバイス/回線/VCに対して新しく作成したユーザー定義フィールドに値を割り当てま
す。

a) デバイステーブルまたは回線/VCのテーブルに移動します。
b) テーブルの右上にある設定アイコンをクリックし、[列（Columns）]を選択してからユーザー定義フィー
ルドを選択して、テーブルの列としてユーザー定義フィールドを表示します。

c) テーブル内の目的のデバイスまたは回線/VCに移動し、ユーザー定義の列に値を入力して[保存（Save）]
をクリックします。

ユーザー定義フィールドの削除

ユーザー定義フィールドを削除するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [全般（General）] >
[ユーザー定義フィールド（User Defined Fields）]を選択します。

ステップ 2 削除するユーザー定義フィールドを選択し、[削除（Delete）]アイコンをクリックします。

デバイスの詳細の表示
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これにより、選択したユーザー定義フィールドが削除されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


